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世界に希望を生み出そう

■ 点　鐘 12：30

君が代・奉仕の理想・四つのテスト　　　太田明良ソングリーダー■ ソング  

■ 会長挨拶 市川修次会長
　今日は伊那西高校インターアクトクラブの皆さんの活動紹介です。宜しくお願い致
します。
　今日はゴールデンウィークを挟み三週間ぶりの久しぶりの例会となりました。中に
は 10連休という方もいたようです。
　最近感じている事に郵便物を始めとして運搬物が遅くなっているなと感じています

が、運送業界を始めとする残業規制の問題、私ども建設業もそうですが、その影響がいろいろな面に出てき
ている様に感じています。日本は世界的にも「働きすぎ」という評価を頂いているようで残業規制もやむを
得ないように思いますが、22 年の統計では経済協力開発機構（OECD）の中で日本の労働時間は 44ヶ国中
短いほうから数えて 15 番目の 1607 時間だそうです。15 番目と言いますと上位に感じますが実際には短時
間労働の多い非正規労働者が 40％含まれているそうで実態とはかけ離れているそうです。一位のドイツは
日本より 266 時間少ない 1341 時間と言う事でかなりの差があります。
　私が 20 代 30 代頃言われたのが「晩飯を家族で食べるやつは仕事が出来ない」と言われていましたが、
その 1980 年ごろの労働時間は 2100 時間という事で今から比べると約 500 時間多かったという事になりま
す。
　作家の半藤一利の「撤退戦の研究」という本がありますがその中に、太平洋戦争の末期、レイテ沖海戦と
マリアナ沖海戦という戦いがありました。アメリカ側のマリアナ沖海戦ではスプルアンス率いる第五艦隊、
レイテ沖海戦ではハルゼー率いる第三艦隊、しかしその二つの艦隊は戦艦の一部を除いて殆ど一緒だったそ

■ ゲスト・ビジター紹介

・伊那西高等学校インターアクトクラブ顧問　清水鴻介 様
・伊那西高等学校インターアクトクラブ顧問　笠原佑菜 様
・伊那西高等学校インターアクトクラブ会長　土屋優奈 様
・伊那西高等学校インターアクトクラブ理事　滝脇 凛 様
・米山奨学生　アミン , エムディ アル 様

うです。当時のアメリカ軍は休暇の時期がくるとそっくり入れ替わる交代制となっていたそうで、二つの戦
いでは乗組員はそっくり入れ替わっており、「休暇」が士気の維持には欠かせない不可欠と考えていたそう
です。ところが日本軍は全く理解できなかった。「月月火水木金金」という軍歌があったように、その事が
全く思いつかず全く別の艦隊と考えていたようです。「休暇」という感覚の全くない日本軍と「休暇」の効
用を認めていたアメリカ軍、その事が戦いの勝敗を左右したかどうかは判りません。いずれにしてもその二
つの戦いにおいて日本の連合艦隊は破れ、海軍は事実上消滅し、その後の制海権、制空権を失って行った、
当時の日本の働くという事に対する考え方を象徴する話であったと言えます。未だにその尾を引いているの
かも知れません。

次頁へ続く



宮下健幹事　　　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

■ ニコニコボックス

◆市川修次
◆宮下健

◆松田靖宏
◆矢島宏

◆井上修
◆伊澤和男

◆池上幸平

◆熊谷健

伊那西インターアクトクラブの皆さん、今日は活動紹介を宜しくお願い致します。
伊那西インターアクトクラブの皆様、本日はよろしくお願いします。
分水 RC 創立 50 周年式典へは多数の皆様のご参加有難う御座います。車中の宴会で飲み
すぎて式典では爆睡する様が想像出来ますので、なるべく式典では後方にお願いしたいと
ころです。
伊那西 IACの皆様、本日のクラブフォーラムよろしくお願いいたします。
新店舗デュボンタン諏訪がオープンしました。諏訪インターから東側に3分位行った所で
す。諏訪に行く楽しみが増えました。感謝！感謝！です。
伊那西高校青少年フォーラム、宜しくお願い致します。
米山地区研修・協議会報告をさせていただきます。今年も皆様にはお世話になりますが、
ご協力をお願いいたします。
―善行無轍迹（ぜんこうむてっせき）―　井上さんがとある社内報に投稿した物を読みま
した。いつも通りの井上さんと同じ人の文かな？と思いました。能ある鷹は爪を隠すなの
か？まだまだ井上さんを理解できないのか、自分に見る目がないのか・・・。後で意味を
教えて下さい。
先日は父の葬儀に際し、ご参列又ご厚志をいただき心より御礼申し上げます。父も伊那中
央ロータリークラブに長年お世話になっておりましたので喜んでいることと思います。本
当にありがとうございました。
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■ 慶　祝

5月誕生祝い
・清水吉治会員　・太田明良会員　・田中舞会員　・橋場正尚会員　
・井上修会員　・千野康幸会員　・宮澤友浩会員

■ 米山奨学金の支給

・米山奨学生アミンさんへ市川会長より、ロータリー米山記念奨学会
　「5月分奨学金」が手渡されました。



会員数48名　　出席免除会員5名　　長欠会員1名　　本日出席者27名　　事前メイク0名　　
出席率64.29％　　前回出席率 修正なし

■ 出席報告

■ 委員会報告

・5月11日（土）～12日（日）第34回RYLAの報告　　　市川修次会長
　5 月 11 日 12 日に第 34 回 RYLA in 戸倉上山田が「百花繚乱～最高の仲間と咲き誇れ」というテーマで
戸倉上山田 RC の企画運営により開催されました。一日目の午前中は千曲市総合観光会館において開講式や
基調講演等があり、午後から移動して大池自然の家において二日目までグループでのディスカッション等が
行われたようですが、私は一日目の千曲市総合観光会館のみ出席させて頂きました。グループディスカッショ
ン講師の保科さんという方、松本空港 RC の方ですが、上伊那郡出身という事ですが、オリエンテーション
を見ていて短時間でグループの仲間意識を作って行き手慣れている印象を持ちました。高校生の皆さんには
二日間大変良い経験ではなかったかと思います。
　基調講演はオリンピックスピードスケートの金メダリストの三協精機に居た高木菜那さん「七転び八起～
いま私が伝えたいこと」というテーマで講演されました。オリンピックで金メダルを取った時の映像を流し
ながらの講演で 1時間の予定で終わらず 70分間の熱心な講演となりました。

・5月13日（月）クラブセントラルと３年間の目標（3-Year Targets）入力説明会の報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊谷健会長エレクト

　５月１３日（月）１５時から、2600 地区で表記説明会が開催（リモート）され、小
椋幹事と武井事務局員とともに事務局にて参加致しました。
　最初に、白鳥ガバナーエレクトから「ロータリーのアクションプランと３年間の目標」
について説明がなされ、その後、桑澤パストガバナーから「ポータルサイトの目的と
使い方」等について説明がなされました。

　この説明会は、RI のステファニー・アーチック会長エレクトの方針の一つに「行動計画を理解し、クラ
ブ計画を立案し推進する。」という方針があり、これを受けて 2600 地区では、①クラブ内に「戦略計画委員会」
の設置、②クラブセントラルへの計画目標の記入、③３年間の目標と計画の立案、を重点行動計画として掲げ、
この計画の意義や入力方法の説明のため開催されたものです。
　パソコンへの具体的な入力方法の説明もあり、武井さんにも参加していただきましたが、当クラブでは既
にクラブセントラルへの入力は毎年行っているのでさほど問題はありませんが、今後３年間の目標の立案と
入力が課題となります。この点については、先の理事会で承認いただいた「戦略計画委員会」を早急に開催
し対応していく予定です。

・5月19日（日）～20日（月）分水RC創立50周年記念式典への参加についての連絡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋爪麻人親睦活動・友好委員長

　19日日曜日、当初より計画していた 20名で行ってきます。式典から祝賀会、終わっ
て分水の皆さんとの親睦会まで 20 名全員での参加となります。朝伊那市役所を７時
出発で、各乗り場を経由して伊那 IC から高速へ入ります。長旅になりますが、会場に
着いたら親睦会も宿泊も会場のホテルになります。会費は、宿泊代￥ 6,400 を当日個
人で支払っていただき、その他は後日伊那バス観光の請求にて精算します。￥ 24,000

程かと思いますがよろしくお願いします。

宮下健幹事■ 理事会報告
１．新会員の推薦について
２．2024-2025 年度 地区重点行動計画により、クラブ内に「戦略計画委員会」を設置する案について
３．5月の行事予定並びにメイクアップ扱いについて
４．その他



・委員長挨拶　　　井上修青少年奉仕委員長
　伊那西インターアクトクラブですが、この 4 月に新たに清水先生（8 年目 31 歳）
という気鋭の教師が顧問となりました。従来の笠原先生に加えての最強タッグとなり
ました。加えて 4人の新入生が加わり総勢 10人で活動をしています。
　この 6 月 9 日の松本での地区大会は全員参加ということです。万が一を考えて、顧
問の先生の運転でなく伊那バスさんを頼むことに致しました。
　先程、相談があったのですが、ロータリーとの関わりを SNS で発信してもいいです

かとのことです。良いどころじゃない、どんどんやって欲しいとお願い致しました。伊那西高校 IAC 変わ
り始めています。

・伊那西インターアクトクラブ顧問挨拶　　　清水鴻介先生
　伊那西高校インターアクトクラブ顧問の清水鴻佑です。日頃から本校のクラブ活動
にご理解とご支援を賜りまして、誠にありがとうございます。
　クラブ顧問としての経験は、およそ 2 か月とまだまだ浅く、多くの方々にサポート
していただきながら活動しております。今年度の 4 月から、伊那市駅清掃、春のロー
メン祭、RYLA など多くのボランティアやイベントに生徒と共に参加し、毎回、様々

なことに気づかされる日々です。
　生徒達にとっても、諸活動に参加することは、多くの学びや気づきを得る大変貴重なきっかけとなってい
ます。そして、それらの経験から生徒の視野が大きく広がっていることが、表情からもよくわかります。顧
問としてこれ以上の喜びはありません。このような機会を与えてくださる全ての皆様に感謝しつつ、多角的
にものごとを捉える力を、生徒と共に更に育んでいきたいと考えております。

・伊那西高校インターアクトクラブ活動紹介　　　会長：土屋優奈さん　　理事：滝脇 凛さん
　伊那西高校インターアクトクラブは、新入生 4名を新たに迎え、部員 10名、
顧問 2名の計 12名で活動しています。
　平日の活動では、既存の楽曲を手話にするという、「手話歌」の作成と練習
を中心におこなっています。曲の雰囲気が伝わるよう、部員たちで相談しなが
ら細部までこだわって訳しています。昨年度は講師の方に来ていただき、手話
を学んだことで、口の動きや表情も大切だということを学びました。現在は文
化祭での発表に向けて、練習に励んでいます。

　コロナウイルスによる規制が緩和され、留学生交流会も対面で実施できるようになりました。信州大学の
留学生の皆さんとの交流を通して、異国を身近に感じることができました。コミュニケーションに対する不
安も初めは大きかったのですが、すぐに全員と打ち解け、もっと他国の文化を学びたいと思うようになりま
した。
　独自研修では大阪に行き、街の清掃活動、小学生との交流をおこない
ました。現地での体験から様々なことを学び、現在のクラブ活動にも生
かされています。
　今後は今までの活動に加え、特に清掃活動の更なる充実化を目指して
活動して参ります。

「青少年奉仕委員会」■ クラブフォーラム



次回例会
　　　　　　　　   ・5 月 19 日（日）～ 20日（月）

分水RC創立 50周年記念式典及び親睦旅行
・5月 28 日（火）　点鐘／ 12:30　　場所／海老屋料理店

第 1700 回記念例会　　馬場秀則会員卓話

■ 点　鐘 13：30

■ 地区研修・協議会の報告

⑦米山奨学部会　　　伊澤和男 次期米山奨学委員長
　ロータリー米山記念奨学会は将来に母国と日本の架け橋となって、国際社会で活躍
する優秀な留学生を奨学することを目的とする。
　本年度、岡村肇委員長（長野北 RC）は新任で私と同じ様な疑問や悩みをもっている
ことがわかりました。
　世話クラブ、交流クラブ、訪問クラブがあり、奨学生は委員との面接で決定してい

ること等、内部事情も話がありました。
　次年度もアミンさんが継続奨学生となるため、熊谷会長からの提案もあり、カウンセラーは三澤会員に継
続で引き続き行って頂くことになりました。
　皆様、本年度も寄付のご協力をお願い致します。

⑧ロータリー財団部会　　　宮澤豊和 次期ロータリー財団委員長
　4/7 に Web にて財団説明会がありました。内容は例年通りですが、皆様の多大なご
協力をお願いいたします。
　本年は地区補助金事業として、10/12 に植林事業を計画予定しております。こちら
もご協力お願いいたします。

○（地区）ロータリー財団資金管理会計小委員会　　　太田明良 次期地区副委員長
　本会議については既に皆さんから報告がありましたので、私はロータリー財団部会
の分科会について報告します。
　私は、財団資金管理会計小委員会の副委員長をしておりますが、同小委員会は地区
補助金事業について資金が適切に遣われたかについて事後的にチェックする役割を
おっています。

　分科会では、まず、皆さんの寄付金がどのようにグローバル補助金と地区補助金に分配されているかにつ
いて総論的な説明があり、その後、グローバル補助金推進委員会・地区補助金小委員会・財団資金管理会計
小委員会・資金推進小委員会・ポリオプラス推進小委員会の各委員長から各小委員会の役割等の説明がなさ
れました。説明後は特に意見交換のようなものはなされませんでした。

前回の続き

■ 現・次年度委員会の引継ぎと申し送り 各委員会で現年度から次年度への引継ぎ等が行われました。


